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村
民
皆
様
多
く
の
ご
支
援
に
よ
り
、

引
き
続
き
二
期
目
の
村
政
運
営
を
担

わ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
期
目
就
任
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
神
津
島
村
は
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
全
国

各
地
域
同
様
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
に
よ
る
過
疎
化
、
財
政
基
盤
の

脆
弱
さ
等
々
、
様
々
な
課
題
が
有
り

ま
す
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
神

津
島
の
地
域
活
性
化
の
た
め
、
次
の

六
項
目
を
重
点
次
項
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
点
目
に
、
地
場
産
業（
農

業
・
漁
業
・
観
光
業
）の
振
興
・
活

性
化
の
更
な
る
推
進
で
す
。

ア
、
生
産
高
の
激
減
し
て
い
る
農
業

振
興
に
つ
い
て
、
核
と
な
る
神
津

島
農
場（
仮
称
）を
焼
山
地
区
に
整

備
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
の

協
同
化
等
に
よ
り
農
作
業
の
肉
体

的
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
モ
ン
は
じ
め
、
農
産

物
の
地
産
地
消
化
を
推
進
の
た

め
、
農
産
物
に
対
す
る
村
か
ら
の

補
助
金
支
援
や
村
で
の
買
取
等
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

イ
、
漁
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
海
水

温
の
高
温
化
等
に
よ
る
磯
焼
け
や

磯
根
資
源
枯
渇
問
題
に
つ
い
て
、

漁
業
関
係
自
治
体
並
び
関
係
団
体

と
共
に
、
東
京
都
や
国
に
対
し
解

決
策
の
要
望
・
陳
情
活
動
を
推
進

す
る
と
同
時
に
、
漁
家
経
営
安
定

化
の
た
め
漁
獲
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
、
天
草
や
ト
コ
ブ
シ
等
、
磯

根
資
源
回
復
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。
更
に
、
冷
凍
冷
蔵
施
設
や

魚
体
選
別
機
器
の
整
備
等
に
対
す

る
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ウ
、
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
後
を
見
据
え
星
空
の
世
界
遺
産

版
と
も
言
わ
れ
て
い
る「
星
空
保

護
区
認
定
」を
は
じ
め
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
、「
日
本
の
ア
ニ

メ
八
八
選
」の
認
定
に
と
も
な
う

活
用
、
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
ロ
ケ

地
の
誘
致
等
を
目
的
と
す
る
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
事
業
等
の

推
進
に
よ
り
周
年
観
光
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
第
二
点
目
、台
風
や
地
震・津
波
等
、

自
然
災
害
対
策
へ
の
備
え
充
実
を
図

り
、
村
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を

守
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
傾

斜
地
指
定
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
東

京
都
や
国
に
対
し
要
望
す
る
と
と
も

に
、
村
道
等
の
公
共
施
設
に
つ
き
ま

し
て
も
安
全
安
心
の
対
策
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
特
に
、
四
〇
年
以
内
に

九
〇
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

は
、
神
津
島
に
一
〇
数
分
で
二
五
ｍ

以
上
の
津
波
が
襲
来
す
る
と
専
門
機

関
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
巨
大
地
震
イ
コ
ー
ル
巨
大
津
波
の

襲
来
を
認
識
す
る
こ
と
を
周
知
・
徹

底
、
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら

の
生
命
を
自
ら
の
判
断
で
守
れ
る
よ

う
啓
蒙
し
人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。《
い
の
ち（
津
波
）

て
ん
で
ん
こ
》

　
三
点
目
、
高
齢
者
や
社
会
的
に
立

場
の
弱
い
方
々
の
福
祉
施
策
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ア
、
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
に
つ

き
ま
し
て
、
神
津
島
村
の
現
在
の

高
齢
化
比
率
は
三
三
％
と
三
人
に

１
人
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
高
齢
化
の
進
行
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
出
産
祝
金

制
度
の
新
た
な
創
設
や
結
婚
祝
い

金
の
充
実
、
更
に
は
学
校
給
食
費

の
無
料
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
少
子
高
齢
化
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元

気
で
自
立
し
た
生
活
が
過
ご
せ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
協
力
の
も
と

介
護
予
防
体
操
や
高
齢
者
宅
の
個

別
訪
問
を
更
に
充
実
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
や
す
ら
ぎ
の
里
の
施

設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
社
会

福
祉
法
人
つ
つ
じ
会
並
び
に
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
ソ
フ
ト

面
・
ハ
ー
ド
面
か
ら
最
大
限
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

イ
、
社
会
的
に
立
場
の
弱
い
方
々
の

福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や

す
ら
ぎ
の
里
で
の
就
労
支
援
や
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業

活
動
を
と
お
し
て
就
労
の
場
を
更

に
充
実
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

や
利
用
者
増
に
よ
り
狭
く
な
り
活

動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
替
に
つ

い
て
、
神
津
島
村
活
性
化
計
画
に

盛
り
込
み
、
安
全
・
安
心
な
活
動

の
場
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
四
点
目
、
神
津
島
を
担
う
人
材
育

成
の
た
め
、
学
校
教
育
の
充
実
・
支

援
を
図
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
学
力

向
上
は
最
大
重
要
課
題
で
あ
り
、
外

部
講
師
な
ど
マ
ン
パ
ワ
ー
の
導
入
に

よ
る
少
人
数
指
導
の
徹
底
や「
し
ま

小
屋
」の
拡
大
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
の

有
効
活
用
な
ど
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
応
じ
て
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

を
行
い
、
学
力
向
上
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
か
ら
も
引
き
続

き
施
設
改
修
や
空
調
設
備
改
修
等
を

実
施
す
る
こ
と
で
教
育
環
境
の
整
備

を
行
い
、
神
津
島
村
全
体
で
子
供
達

を
育
て
る
環
境
作
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
五
点
目
、
少
子
高
齢
化
対
策
推
進

の
た
め
、
子
育
て
支
援
と
し
て
出
産

祝
金
制
度
の
新
た
な
創
設
や
結
婚
祝

い
金
の
充
実
、
更
に
は
学
校
給
食
の

無
料
化
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
島
の
産
業
活

性
化
に
取
り
組
み
、
恒
久
的
な
少
子

高
齢
化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
致

し
ま
す
。

　
六
点
目
、
老
人
介
護
施
設
等
職
員

の
労
働
環
境
改
善
・
施
設
環
境
の
整

備
・
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
や
す
ら
ぎ
の
里
施
設
の
改
修
・

改
善
は
も
と
よ
り
、
二
〇
～
三
〇
年

後
の
施
設
老
朽
化
に
伴
う
施
設
立
替

や
職
員
住
宅
の
確
保
・
施
設
職
員
の

確
保
等
、
社
会
福
祉
法
人
つ
つ
じ
会

並
び
に
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
か
ら
最
大
限

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、空
港・港
湾
の
整
備
、

都
道
や
村
道
の
整
備
・
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
、
実
施
・
取
り
組
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　

神
津
島
村
は
、
今
後
三
〇
年
後
・

五
〇
年
後・一
〇
〇
年
後
も
、存
続
し
、

行
政
運
営
は
継
続
さ
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。長
期
展
望
に
立
っ

た
考
え
方
、
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
達
の
島
は
自
分
達

で
活
性
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
今
後
も
継
続
し
て
、
住
民
の
皆
様

の
安
全
・
安
心
、
生
命
と
健
康
と
財

産
を
守
り
、
一
人
一
人
が
光
輝
く
こ

と
が
出
来
る
よ
う「
誰
も
が
健
や
か

で
、
生
き
生
き
と
活
力
あ
る
し
ま
づ

く
り
」こ
の
達
成
を
基
本
理
念
と
し

て
、私
以
下
、職
員
一
同
一
丸
と
な
っ

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

様
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

村
政
二
期
目
就
任
挨
拶

前
田　

弘
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『
あ
そ
び
の
広
場
～
縁
日
ご
っ
こ
～
』

９
月
21
日

（水）
、
生
き
が
い
健
康

セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
の
広
場
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

９
月
の
あ
そ
び
の
広
場
は
縁
日

ご
っ
こ
が
行
わ
れ
、
甚じ

ん

兵べ

え衛
や
浴

衣
を
着
た
幼
児
を
多
く
見
か
け
ま

し
た
。

ホ
ー
ル
に
は
金
魚
す
く
い
や
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、
き
ら
き
ら
ゼ
リ
ー
、
輪

投
げ
と
い
っ
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

幼
児
た
ち
は
お
母
さ
ん
と一緒
に
各

コ
ー
ナ
ー
を
周
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ン
ジ
で
出
来
た
金
魚
す
く

い
は
大
人
気
で
幼
児
達
は
金
魚
を

上
手
に
す
く
っ
た
り
、金
魚
の
入
っ

た
プ
ー
ル
の
水
を
触
っ
た
り
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。

『
中
学
校
運
動
会
』

９
月
24
日

（土）
、
台
風
通
過
の
た

め
に
１
日
延
期
し
て
い
た
中
学
校

の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、

雨
の
た
め
に
競
技
を
一
時
中
断
す

る
と
い
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は

悪
天
候
に
も
負
け
ず
、
紅あ

か
し
ろ白

そ
れ

ぞ
れ
で
声
を
か
け
あ
っ
て
元
気
よ

く
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「Let's 

laugh and cry together!

」で

し
た
。
開
会
中
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

通
り
に
生
徒
達
が
終
始
笑
顔
で
競

技
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
紅あ

か

組

が
優
勝
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

敗
れ
た
白
組
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
会
場
か
ら
全
校
生
徒
の
健

闘
を
称
え
、
暖
か
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

『
保
育
園
運
動
会
』

10
月
１
日

（土）
、
保
育
園
で
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
す
っ

き
り
と
晴
れ
て
運
動
会
日
和
に
な

り
ま
し
た
。
開
会
前
の
園
児
達
は

少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

競
技
が
始
ま
る
と
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
の
前
で
元
気
よ
く
一
生
懸
命

に
取
り
組
む
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、

ひ
よ
こ
組
・
こ
ば
と
組
、
は
な
組
、

ほ
し
組
の
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
で
の
最
後
の
運
動
会
と

な
る
ほ
し
組
園
児
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
最

後
の
全
員
リ
レ
ー
を
全
力
で
取
り

組
む
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

『
中
学
校
合
唱
公
演
』

10
月
３
日

（月）
、
文
化
庁
の
子
供

育
成
推
進
事
業
の
巡
回
公
演
事
業

と
し
て
中
学
校
体
育
館
で
合
唱
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
東
京
合
唱
協
会
の
方
が
来
島
し
、

生
徒
達
に
プ
ロ
の
歌
声
を
披
露
し

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
部
構
成
で
、

生
徒
た
ち
は
第
１
部
で
合
唱
の
名

曲
を
聞
き
な
が
ら
各
パ
ー
ト
の
役

割
な
ど
を
学
び
、
第
２
部
・
３
部

で
は
合
唱
協
会
の
方
と
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
２
部
の
最
初
で
は
、

生
徒
た
ち
は
声
を
出
す
こ
と
に
少

し
抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
し
た
が
、

３
部
で
は
大
き
な
口
を
開
け
て
素

敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
体
育
館
中
に

響
か
せ
ま
し
た
。

『
小
学
校
運
動
会
』

10
月
８
日

（土）
、
小
学
校
で
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
半

袖
で
過
ご
す
に
は
寒
く
感
じ
ま
し

た
が
、
１
日
晴
れ
て
絶
好
の
運
動

会
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
達

は
赤
白
そ
れ
ぞ
れ
で
一
丸
と
な
っ

て
優
勝
を
目
指
し
て
各
競
技
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

３
～
６
年
生
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
で
は
練
習
し
て
き
た
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
素
敵
な
音
色

を
響
か
せ
ま
し
た
。

今
年
は
２
年
ぶ
り
に
赤
組
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
神
津
島
村 

七
五
三
お
祝
い
行
事
』

　

11
月
13
日

（日）
に
七
五
三
お
祝
い

行
事
を
行
い
ま
す
。

　

７
歳
対
象
は
保
育
園
ほ
し
組
、

３
歳
対
象
は
令
和
２
年
生
ま
れ
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
中
止
と
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

『
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
募
集
』

　

神
津
島
の
地
場
産
品
・
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
、
神
津
島
な
ら
で

は
の
商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

児童代表の言葉（１年生）
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〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画
財
政
課 

ふ
る
さ
と
納
税
担
当

☎
８
ー
０
０
１
１

『
令
和
４
年
度
地
域
振
興
に

係
る
補
助
事
業（
第
３
回
）

の
募
集
に
つ
い
て
』

　
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
に
つ

い
て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
令
和
4
年
12
月
1
日

（木）
～
12
月
20
日

（火）

※
役
場
経
由
で
島
し
ょ
振
興
公
社
へ
提
出

◆
対
象
事
業

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関

す
る
事
業

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に

関
す
る
事
業

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を

担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

④
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

⑴
地
域
振
興
に
係
る
ブ
ラ
ン
ド

化
や
高
付
加
価
値
化
に
資
す

る
事
業

⑵
関
係
人
口
の
創
出
に
資
す
る

事
業

◆
対
象

・	

概
ね
5
名
以
上
の
東
京
都
島

し
ょ
地
域
在
住
者
で
組
織
し
、

代
表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ

る
団
体
等（
地
方
公
共
団
体
は

除
く
）

・	

島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業

所
を
有
す
る
小
規
模
企
業
者
、

中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体

等
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団

法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、

そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
等

・	

島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者

◆
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
5
分
の
4
以
内

（
１
，０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）で
１

０
０
万
円（
た
だ
し
、
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
２
０

０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。

◆
問
合
せ

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ

振
興
公
社　
企
画
管
理
課

　
☎
０
３
ー
５
４
７
２
ー
６
５
４
６

『
令
和
４
年
度
東
京
都
職
員

（
海
技
）
採
用
選
考
案
内
』

①
採
用
職
種
、
採
用
人
員
等

採
用
職
種　
　
　
海
技

採
用
予
定
人
員　
２
名

職
務
内
容　
漁
業
調
査
指
導
船
の

甲
板
業
務
、機
関
業
務
、司
厨
業
務
、

調
査
業
務
等

勤
務
予
定
先　
総
務
局
小
笠
原
支

庁
産
業
課
水
産
セ
ン
タ
ー

※
将
来
的
に
人
事
異
動
に
よ
り
産

業
労
働
局
島
し
ょ
農
林
水
産
総

合
セ
ン
タ
ー
事
業
所（
大
島
、

八
丈
島
）等
で
勤
務
す
る
こ
と

が
あ
る
。

②
採
用
予
定
日

　
令
和
５
年
１
月
１
日

③
受
験
資
格

（1）
～

（3）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

⑴
40
歳
未
満
で
あ
り
、
五
級
海
技

士（
機
関
）以
上
の
海
技
免
許
を

有
す
る
者
又
は
令
和
４
年
12
月

31
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得

見
込
み
の
者

⑵
40
歳
未
満
で
あ
り
、
五
級
海
技

士（
航
海
）以
上
の
海
技
免
許
を

有
す
る
者
又
は
令
和
４
年
12
月

31
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得

見
込
み
の
者

⑶
40
歳
未
満
で
あ
り
、
船
舶
で
の

業
務
経
験
を
有
す
る（
船
員
手

帳
を
保
有
す
る
）者

④
選
考
方
法

⑴
一
次
選
考　
書
類
選
考

　
申
込
時
に
提
出
す
る
受
験
申
込

書
及
び
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
て
、

選
考
を
行
い
ま
す
。

⑵
二
次
選
考

　
一
次
選
考
に
合
格
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
二
次
選
考
を
実
施
し
ま

す
。
詳
細
な
時
間
・
場
所
等
は
合

格
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

⑤
申
込
手
続

⑴
申
込
方
法

　
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
う
え
、
写
真（
４
×

３
㎝
）を
貼
付
し
、 

別
添
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
下
記
宛

先
ま
で
持
参
又
は
郵
送（
簡
易
書

留
）し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
持
参
・
郵
送
先

〒
１
６
３
‐
８
０
０
１

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
ー
８
ー
１

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
12
階
南
側

東
京
都
総
務
局
総
務
部
総
務
課

人
事
担
当　
原
田

☎
０
３
ー
５
３
８
８
ー
２
３
１
４
（
直
通
）

　
な
お
、海
技
従
事
者
免
許
及
び
船

員
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、申
込
時

に
そ
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
申
込
受
付
期
間

　
令
和
４
年
９
月
28
日

（水）
か
ら

　
令
和
４
年
11
月
４
日

（金）
ま
で

⑶
申
込
書
を
本
人
控
用
に
１
部
複

写
し
、
試
験
当
日
に
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
験
票
の
代

わ
り
と
し
ま
す
。）

⑥
問
い
合
わ
せ
先

⑴
選
考
に
関
す
る
こ
と

　
東
京
都
総
務
局
総
務
部
総
務
課

　
人
事
担
当 

原
田

☎
０
３
ー
５
３
８
８
ー
２
３
１
４
（
直
通
）

⑵
業
務
内
容
、
生
活
に
関
す
る
こ
と

　
東
京
都
小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー

所
長　
城

　
☎
０
４
９
９
８
ー
２
ー
２
５
４
５

※
当
該
採
用
試
験
は
、
東
京
都
総

務
局
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

https://www.soum
u.m

etro.tokyo.lg.jp/
recruit/post_27.htm

l

『
裁
判
員
制
度

～
18
歳
、
19
歳
に
も
！

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知

を
発
送
し
ま
す
！
～
』

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で

無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
作

成
し
ま
す
。
令
和
５
年
名
簿
の
登

録
者
数
は
、
全
国
で
約
21
万
３
７

０
０
人
で
す
。

　
今
回
か
ら
、
令
和
４
年
９
月
時

点
で
18
歳
、
19
歳
の
方
も
裁
判
員

候
補
者
に
含
ま
れ
ま
す
！

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

と
調
査
票
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
11

月
中
旬
頃
、
名
簿
記
載
通
知
と
調

査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

〇　

名
簿
記
載
通
知
は
、
来
年
２

月
頃
か
ら
の
約
１
年
間
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ

ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　

こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体

的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に

2022（令和４）年11月１日 第432号
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選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お

越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〇　

調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者

の
方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、

調
査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ

り
、
１
年
を
通
じ
て
辞
退
が
認

め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
裁
判
員
候
補
者

の
方
々
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
　
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は

ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇　
辞
退
の
申
出
が
で
き
る
時
期

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し

出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際

の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る
質
問

票
や
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
選
任

手
続
の
際
に
辞
退
を
申
し
出
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
、「
三
つ
の
密
」を
避
け
る
な
ど

の
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は

こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

　
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

https://www.saibanin.courts.go.jp/

 

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

 

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」が
対
象
者
あ
て
に
発
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
発
送
時
期
◆

①
令
和
４
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月

上
旬
に
か
け
て
順
次
発
送

②
令
和
５
年
２
月
上
旬

◆
対
象
者
◆

①
の
対
象
者

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

②
の
対
象
者

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方 

（
①
の
対
象
者
は
除
く
）

ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
さ
ま

等
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

ご
自
身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加

え
、
そ
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」に
関
す
る
概

要
、
よ
く
あ
る
質
問（
Ｑ
＆
Ａ
）等

に
つ
い
て
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」に
関
す
る
ご
相

談
に
つ
い
て
は
、
次
の
ダ
イ
ヤ
ル

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

◆
電
話
番
号
◆

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
０
０
４

（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合
：

☎
０
３
ー
６
６
３
０
ー
２
５
２
５
）

◆
受
付
時
間
◆

月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
休
日
・
祝
日（
第
２
土
曜
日
除

く
）、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と

て
も
有
利
な
だ
け
で
な
く
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
、

万
一
の
際
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
収
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

  「「
五
島
五
島
を
つ
な
ぐ
～
支
庁
の
窓
～
」

を
つ
な
ぐ
～
支
庁
の
窓
～
」

狩
猟
・
野
生
鳥
獣
関
係
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
林
務
担
当
か
ら
、「
違
法

捕
獲
」と「
ヒ
ナ
の
保
護
」に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

〈
野
生
鳥
獣
の
違
法
捕
獲
に
つ
い
て
〉

伊
豆
諸
島
に
は
、メ
ジ
ロ
や
カ
ラ
ス

バ
ト
等
、様
々
な
鳥
類
が
い
ま
す
。そ

の
可
愛
ら
し
い
姿
や
美
し
い
声
を
耳
に

す
る
と
、飼
い
た
い
と
思
う
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、次
の
法
律

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」で
は
、
野
生

鳥
獣
の
捕
獲（
殺
傷
や
卵
の
採
取
を
含

む
）を
禁
止
し
て
い
る
た
め
、
許
可
な

く
捕
獲
し
た
場
合
は
、
罰
則
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
違
法
に
捕
獲
し

た
鳥
獣
を
売
る
こ
と
や
飼
う
こ
と
も

禁
止
で
す
。
違
法
捕
獲
を
見
つ
け
た
際

は
、
大
島
支
庁
産
業
課
林
務
担
当
、

ま
た
は
お
近
く
の
警
察
署
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〈
ヒ
ナ
の
保
護
に
つ
い
て
〉

春
～
夏
の
野
鳥
の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン

中
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
ヒ
ナ
を
見
か

け
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
一見
迷

子
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
親
鳥
が
近

く
に
い
て
ヒ
ナ
の
世
話
を
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が「
可
哀
そ
う
」と
思
っ
て

保
護
す
る
と
、
親
鳥
か
ら
野
生
で
生
き

て
い
く
た
め
の
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、

自
然
界
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ヒ
ナ
を
見
か

け
て
も
、
そ
の
場
か
ら
動
か
さ
ず
そ
っ

と
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
：

　
　
大
島
支
庁
産
業
課
林
務
担
当

☎
２
ー
４
４
３
１

（ Ｂ Ｏ Ｄ ）

（ Ｃ Ｏ Ｄ ）

（ Ｓ Ｓ ）

大 腸 菌 群 数

水 質 分 析 項 目 神津島村放流水質 水質汚濁防止法排水基準

6化学的酸素要求量

浮 遊 物 質 量

神津島地区農業集落排水処理場放流水質分析結果【令和4年９月分】

5

生物化学的酸素要求量 ４０

４０

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

　上記の分析結果から水質汚濁防止法排水基準と比較すると数値が下まわっておりますので、
外部への影響及び海洋生物への影響はないと考えております。
　今後も引き続き放流水について分析を実施し、随時、村民の皆様へお知らせ致します。

10以下 個／㎤

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

個／㎤
（日間平均）

2

3,000

８０

No.66
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広
報
こ
う
づ

☆
第
20
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

　
日
時　
11
月
12
日

（土）

　
会
場　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ま
た
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も

お
楽
し
み
頂
け
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
骨
密
度
測
定
・
血
管
年

齢
チ
ェ
ッ
ク
・
筋
力
チ
ェ
ッ
ク
・
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ボ
ッ
チ
ャ
コ
ー

ナ
ー
・
薬
剤
師
に
よ
る
お
薬
相
談
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

＊
感
染
予
防
対
策(

会
場
で
の
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
消
毒)

を
し
た
上

で
、
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場

内
で
の
飲
食
は
禁
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

☆
食
育
事
業

さ
つ
ま
芋
の
収
穫･

焼
き
芋

日
時　
11
月
５
日

（土）

※
天
候
に
よ
り
６
日

（日）
に
変
更

　
変
更
の
場
合
は
村
内
放
送
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
基
本
は
未
就
園
児
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
兄
弟
の
参
加
は
可
能
で

す
。

集
合
場
所

　
　
　
七
島
信
用
組
合
駐
車
場

時
間　
午
前
10
時

☆
栄
養
相
談
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
随
時
、
栄
養

士
に
よ
る
栄
養
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
診
療
所
や
健
康
診
断
で
食

習
慣
の
改
善
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
の

何
を
改
善
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
方
、
食
が
細
く
な
り
体
重
減
少
が

進
ん
で
い
る
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。
詳
細
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

☆
輝
き
ノ
ー
ト
の
配
布
を
は
じ
め
ま

し
た

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
習
慣
啓

発
の
一
環
と
し
て
輝
き
ノ
ー
ト
の
配

布
を
開
始
し
ま
し
た
。
日
々
の
健
康

習
慣
を
見
直
し
て
頂
く
簡
単
な
日
記

形
式
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
は
あ
し
た
ば
体
操
を
は
じ
め

と
し
た
通
い
の
場
へ
の
参
加
者
や
、

75
歳
以
上
の
方
を
中
心
に
配
布
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
に
は

随
時
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

　
『
お
誕
生
お
め
で
と
う
』

松
江　
陽
衣
良（
ひ
い
ろ
）
く
ん

　
令
和
４
年
９
月
２
日
生
ま
れ

　
父　
信
弘
・
母　
和
美

　
屋
号　
龍
宮

※
個
人
情
報
の
無
断
で
の
使
用
は
禁

止
い
た
し
ま
す
。

※
写
真
等
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て

は
本
人
、
ま
た
は
保
護
者
の
了
解

を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●保健センター ☎8-0010  ●診療所　　 ☎8-1121
●診療所歯科　 ☎8-1361  ●保健所支所 ☎8-0880

2022年11月
日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容

4 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制 10 月 21 日締切）

15 火 幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後のフォロー健診

16 水 乳幼児健診 保健センター 診察、計測、育児栄養相談

16 水 もくもぐ教室 保健センター 3 歳児の食育教室

17 木 すくすくサロン 保健センター 乳幼児の計測・栄養相談

18 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制 11月 4 日締切）

2022年12月
日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容

2 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制 11月 18 日締切）

7 水 幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後のフォロー健診

8 木 乳幼児健診 保健センター 診察、計測、育児栄養相談

9 金 すくすくサロン 保健センター 乳幼児の計測・栄養相談

＊理学療法士の運動教室については月 3 ～ 4 回の開催予定です。詳しくは文字放送をご覧ください。
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広
報
こ
う
づ

【
み
ん
な
の
広
場
】

〈
季
節
の
歌
〉

〈今月の一押し！〉
アカショウビン

ブッポウソウ目カワセミ科　　全長27cm 
撮影場所：鳥が沢　　撮影日時：2022年（令和4年）9月17日

　9月号に落鳥の写真を紹介していますが今回生体の写真を撮れたので再
掲載します。
　遠くてあまり綺麗には写っていませんが、2009年（平成21年）以来13年
ぶりに再会できました。
　伊豆諸島は南北に島が連なっているため渡り鳥のルートになっているの
かもしれません。
　これからは冬鳥の来訪が楽しみな時期になります。　 桜井　基計

『 

霜し
も
つ
き月
に　

押お

さ
れ
日ひ

短み
じ
か　

秋あ
き
は
行ゆ

く

早は
や
く
も
聞き

こ
ゆ　

木こ
が枯
ら
し
の
声こ
え 

』

『 

吾わ
れ

亦も

紅こ
う　

母は
は
を
偲し
の
ん
で　

唄う
た
う
男ひ
と

画が
め
ん面
を
通と
お
し　

心こ
こ
ろを
打う

ち
ぬ 

』

清
水　
幸
枝

『 

雲く
も
の
峰み
ね　

水す
い
へ
い
せ
ん

平
線
よ
り　

盛も

り
上あ

が
り

背せ

比く
ら
べ
す
る
ご
と　

競き
そ
い
て
お
り
ぬ 

』

『 

摘つ

ま
れ
て
も 

摘つ

ま
れ
て
も
な
お 

萌も

え
出い
ず
る

ア
シ
タ
バ
草そ
う
の　

エ
ネ
ル
ギ
ー
欲ほ

し
や 

』

神
津　
島
雄

『 

耐た

へ
が
た
き 

果か
じ
ゅ樹
吹ふ

き
倒た
お
す 

台た
い
ふ
う風
禍か 

』

『 

送お
く
り
火び

の　

余よ
じ
ん燼
と
余よ
め
い命　

重か
さ
ね
見み

る 

』

『 

三み

日か

月づ
き
に 

祈い
の
る
母は
は
の
背せ 

お
が
み
け
り 

』

神
津　
武
士

※
四
季
の
歌
を
詠
ん
で
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
役
場
広
報
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
　
随
　
想
　
】

村　

長　

前
田　
　

弘

《
季
節
外
れ
の
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
⁉
》

　
十
月
一
日
と
二
日
の
両
日
、
農
道
高
根
線

の
物
忌
奈
命
神
社
周
辺
と
村
道
高
処
山
線
展

望
台
の
周
辺
で
季
節
外
れ
の
「
ツ
ク
ツ
ク
ボ

ウ
シ
」
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
え
っ
、
十
月
に
セ
ミ
!!
珍
し
く
思
い
し
ば

ら
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ず
。

　
家
に
帰
っ
て
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
て
み

る
と
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
は
七
月
中
旬
か
ら

十
月
中
旬
頃
ま
で
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、

い
さ
さ
か
気
抜
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
は
夏
盛
り
の
暑
い
時
期
、
と
い
う
自

分
自
身
の
思
い
込
み
だ
っ
た
と
分
か
り
、
珍

し
い
出
来
事
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
う
き
う
き
し

て
い
た
こ
と
が
、
損
し
た
よ
う
な
気
分
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
十
月
の
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
、
珍
し
く
な
い

の
か
な
ー
。

《
随
想
第
四
十
九
号
》

　
平
成
三
十
年
十
月
村
長
就
任
以
来
、
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
村
長
随
想
、
二
期
目
の

初
掲
載
号
は
四
十
九
号
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
思
う
ま
ま
に
・
気
が
付
い
た
こ

と
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
想
い
返
し

て
み
る
と
、
令
和
元
年
八
月
の
台
風
十
五
号

に
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
終
始
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
特
に
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
で
は
、
世
界
的
な
経
済
低
迷
の

中
、神
津
島
村
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

観
光
来
島
者
の
激
減
や
魚
価
の
下
落
な
ど
に

よ
る
漁
業
不
振
等
に
よ
り
、
多
く
の
住
民
の

皆
様
が
感
染
リ
ス
ク
の
不
安
と
収
入
減
に
よ

る
生
活
の
不
安
の
中
で
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
広
が
り
や

マ
ス
ク
の
着
用
・
手
指
消
毒
の
徹
底
等
に
よ

り
感
染
症
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
神
津
島
が
以
前
の
状
態
に

戻
り
、「
あ
の
時
は
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
、

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
言
え
る
時
が
一

日
も
早
く
お
と
づ
れ
る
よ
う
願
う
と
同
時

に
、
神
津
島
村
の
活
性
化
に
向
け
て
皆
様
の

お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ハチジョウアザミと
セセリチョウ

（イチモンジセセリ ??）
撮影場所：高処山展望台周辺
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

文化の日

	
▲

予防接種日 	
▲

中学校 
「弁論発表会」

	
▲

東京都交響楽団
プレミアム 
コンサート２０２２

	
▲

中学校「三者面談」
（３年生）（１０日まで）

	
▲

令和４年度 
東京都・神津島村 
合同総合防災訓練

	
▲

中学校 
「考査前学習会」

	
▲

七五三 	
▲

幼児歯科相談 	
▲

中学校「期末考査」
（１８日まで）

	
▲

乳幼児健診
	

▲
もくもぐ教室

	
▲

すくすくサロン 	
▲

小学校「学習発表
会児童鑑賞日」

	
▲

予防接種日

	
▲

小学校「学習発表
会保護者鑑賞日」

	
▲

中学校「数学検定」

勤労感謝の日

	
▲

中学校 
「ランニング教室」

	
▲

小学校 
「ランニング教室」

	
▲

中学校 
「土曜授業日」

	
▲

高校「授業公開」

	
▲

中学校・高校 
「スピーキングテ
スト（ESAT-J）」

	
▲

中学校「三者面談」
（１２月７日まで）

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

　

村
民
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、全
て
の
運
動
会

が
無
事
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
村
民
大
運
動
会
で
す
が
、皆
様
の
熱
意

溢
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
４
年
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。（
村
民
大
運
動
会
の
イ
ベ
ン

ト
記
事
は
12
月
号
に
掲
載
予
定
）

　
ま
た
、中
学
校
の
運
動
会
は
雨
の
降
る
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、雨
に
負
け
ず
に
走
っ
た

り
、踊
っ
た
り
す
る
姿
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
が

り
ま
し
た
。

　
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
、季
節
は
ど
ん
ど

ん
寒
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、体
調
管
理
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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2022　November

 ◆地デジ３チャンネルでは『神津テレビ』と『文字放送』を
　 放送しています。
 　・神津テレビ（島の話題・ニュース等）

通常放送：平日午後７時３０分から（翌日午前７時３０分から前日の
再放送）、再放送（その週放送の全番組）：土日午後７時３０分から

（翌日朝の再放送はなし） 
　・文字放送（相場情報・お知らせ等）
　　　　　　　　　　　　…毎日、神津テレビ放映時間を除く終日
 
 ◆神津テレビでは、皆様からの情報をお待ちしております。
 　番組のリクエストやご意見など、お気軽にご連絡ください。

 　　　　　　　　　　情報通信課　情報通信係　☎８−0011

神津テレビからのお知らせ編
集
後
記

令和４年 村民カレンダー村民カレンダー

※ 黒字・・・村行事等（公共機関含む）　　青字・・・学校行事　　緑字・・・保健センター行事（詳しくは保健カレンダー）

11        個人住民税
  PRキャラクター

    「ぜいきりん」

～税金等の納付は口座振替で～　村税等の納付は口座振替が便利です!!

11月の主な行事予定
2	 ㈮	 予防接種日

3	 ㈯	 高校「サタデー神チャレ」

5	 ㈪	 小学校「保護者会」（4，5，6年生）

6	 ㈫	 小学校「保護者会」（1，2，3年生）	
	 	 高校「期末考査」（9日まで）

7	 ㈬	 小学校「避難訓練」、幼児歯科相談

8	 ㈭	 乳幼児健診

9	 ㈮	 すくすくサロン

8

広
報
こ
う
づ

2022（令和４）年11月１日 第432号

～11月の税目～

納期限	 11月30日（水）
税　目	 国民健康保険税　第６期


